
 

末崎町の石碑・祠・神社
2 庚申塔(庚申供養塔、庚申待)について～その 1
(1) 庚申信仰
昔は年や日を、甲乙丙丁などの十干と子丑寅などの十二支を組み合

わせた 60 通りの干支(えと)で表しました。 その庚申(こうしん・か
のえさる)の日の夜に行うのが庚申の行事です。
庚申信仰は、中国道教の三尸(さんし)説にあり、長寿延命を願った

ものです。その内容は、人の身体には三匹の尸(し)という虫が棲みつ
いていて庚申の日の夜、寝静まった間に身体から抜け出して天に昇り、
その人の悪事を、寿命を司る天帝に告げ口し、天帝はその軽重に応じ
て寿命を縮める、というものです。したがって長生きをしようと思っ
たら、庚申の夜は仏家では帝釈天（たいしゃくてん）および青面金剛(せ
いめんこんごう・しょうめんこんごう)を、神道では猿田彦(さるたひ
こ)を祭って寝ないで徹夜し、三尸が天帝に行くのを阻止する行事です。
庚申の行事をある期間続けたあかしとして建てた石碑が庚申塔で

す。ある期間とは、1年に 6回(60日に 1回、年 5回と 7回の場合もあ
る。)、3 年続けると、三尸が自滅するので、庚申塔をたてたと言われ
ています。
(2) 庚申塔の造立年代
庚申の行事は平安時代の上流階級から始まり、室町時代には庶民に

広まり、江戸時代になって岩手県や気仙にも広まりました。
日本で最古の庚申塔は、埼玉県川口市実相寺の文明 3 年(1471)で、

岩手県で最古のものは、水沢市の寛永 12年(1635)です。
気仙内で一番古い庚申塔は、三陸町綾里字港、秋葉神社の万治元年

(1658)で、県内では第 2位に古いことになります。
旧大船渡市内で一番古い庚申塔は、末崎町細浦、長源寺旧参道の宝

永 5年(1708)で、県内では第 33位になります。(紀)
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